
中
世
に
於
け
る
西
山
派
教
団

―
―
本
山
義
教
団
の
変
遷
―
―

田

辺

　

隆

　

邦

（西

山

短

期

大

学
）

序

西
山
派
教
団
が
過
去
に
六
派
あ

っ
た
こ
と
は
Ｔ
）
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
派
祖
證
空
善
恵
房
が
寂
し
た
宝
治
元
年
盆

二
四
七
）十

一
月

十
六
日
の
時
点
に
於
で
は
、
孔
門
の
顔
回
に
も
比
さ
れ
た
證
空
の
上
足
の
弟
子
で
あ
る
東
山
義
の
義
祖
、　
観
鏡
房
證
入
っ
）
は
己
に
二
年

前
の
寛
元
三
年
に
寂
し
て
い
た
が
↑
）
こ
の
證
入
に
は
か
な
り
多
数
の
問
弟
が
あ
り
、　
京
洛
東
山
の
官
述
子
を
拠
点
と
し
て
教
線
を
張

っ

て
お
り
、
嵯
峨
義
の
義
祖
、
道
観
房
證
恵
は
時
の
聖
主
、
後
嵯
峨
天
皇
の
帰
依
を
得
て
古
利
嵯
峨
檀
林
寺
の
趾
に
建
立
さ
れ
た
浄
金
剛
院

の
開
山
第

一
に
推
挙
さ
れ
て
西
山
教
義
中
の
事
相
法
門
と
さ
れ
て
い
る
観
経
曼
茶
羅
の
講
説
に
つ
い
て
は
宮
廷
公
家
社
会
に
広
く
受
容
さ

れ
Ｔ
）
こ
の
浄
金
剛
院
を
中
心
と
し
て
数
代
は
碩
学
の
高
僧
が
師
資
相
承
さ
れ
て
い
て
、
義
祖
よ
り
曽
孫
の
弟
子
、　
尊
空
本
道
は
鎌
倉
時

代
末
期
に
は
浄
金
剛
院
の
境
内
に
観
経
曼
茶
羅
を
木
尊
と
す
る

「曼
茶
羅
堂
」
も
あ

っ
て
花
園
天
皇
は
た
び
た
び
参
詣
し
て
い
る
↑
）。

深
草
義
の
義
祖
円
空
立
信
は
洛
南
深
草
の
地
に

「真
宗
院
」
を
建
立
し
た
が
、
弟
子
に
道
教
顕
意
な
る
逸
材
を
得
て
京
洛
の
地
に
西
山
教

中
世
に
於
け
る
西
山
派
教
団
（田
辺
隆
邦
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
一
七



中
世
に
於
け
る
西
山
派
教
団

（田
辺
隆
邦
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
八

義
を
宣
布
し
そ
の
末
裔
は
大
和
の
地
に
更
に
三
河

へ
迄
教
線
を
張
る
の
で
あ
る
。

西
谷
義
は
浄
音
を
義
祖
と
す
る
が
、
孫
弟
子
に
武
州
鵜
ノ
木
の
宝
憧
院
に
行
観
覚
融
な
る
法
器
を
得
て
、
そ
の
著
い
わ
ゆ
る

「行
観
の
私

記
」
と
平
生
言

っ
て
い
る

「
四
帖
疏
秘
紗
二
十
巻
」
は
そ
の
後
の
西
谷
義
教
団
発
展
の
基
盤
と
も
な
り
今
日
あ
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

六
角
義
叉
は
八
幡
義
と
称
さ
れ
た
了
音
は
西
谷
義
祖
浄
音
の
弟
子
で

「了
音
抄
レ（六
角
抄
）
が
西
山
全
書
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
系
統

は
美
濃
に

「立
政
寺
」
と
し
て
現
存
し
て
い
る
が
、
現
在
で
は
西
谷
義
教
団
に
没
入
し
て
い
る
。

本
山
義
は
派
祖
證
空
の
廟
所
で
あ
る
三
鈷
寺
を
拠
点
と
し
て
、　
南
北
朝
時
代
に
康
空
示
導
を
義
祖

と
し
て
発
展
し
て
い
く

教
団
で
あ
る

が
、
六
派
中

一
番
後
世
に
現
出
し
た
西
山
教
団
で
、
戦
前
は
天
台
宗
教
団
に
所
属
し
室
町
時
代
末
期
に
西
山
か
ら
離
れ
て
行

っ
た
教
団
で

あ
る
。

当
小
論
は
こ
の
本
山
義
教
団
を
中
心
と
し
て
中
世
に
あ

っ
た
西
山
教
団
の
あ
り
し
姿
を
考
え
て
み
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

因
に
現
在
の
西
山
教
団
は
深
草
義
と
西
谷
義
と
の
み
が
現
存
じ
嵯
峨
義
は
後
に
本
山
義
に
、
東
山
義
は
深
草
に
、
六
角
義
は
西
谷
義
に
没

入
し
た
よ
う
で
あ
る
。

西
山
六
派

東
山
義
―
観
鏡
房
証
入
―
東
山
、
宮
ノ
辻
子

嵯
峨
義
―
道
観
房
証
恵
―
嵯
峨
、
浄
金
剛
院

深
草
義
―
円
空
立
信
―
深
草
、
真
宗
院
、
現
在
―
京
極
誓
願
寺

西
谷
義
―
法
興
浄
音
仁
和
寺
の
西
谷
、
現
在
―
栗
生
光
明
寺
。
東
山
の
禅
林
寺

六
角
義
（八
幡
義
）―
了
音

5.4.3.2.1.↓



６
．

本
山
義
―
康
空
示
導
上
人
広
恵
和
尚
―
西
山
三
鈷
寺

（２
）

浄
土
源
流
章
に

証
空
上
足
、
有
〓証
入

者
一、
如
〓孔
門
有
二顔
回
一。
深
得
〓師
意
一

（３
）

法
水
分
流
記

（４
）

平
戸
記
　
寛
元
三
年
正
月
十
六
日
に

以
二道
観
上
人
一啓
白
、
其
次
令
レ解
二当
麻
曼
陀
羅
一と
あ
る
。
道
観
に
は
自
著

「当
麻
曼
陀
羅
縁
起
」

一
巻
が
あ
り
、
道
観
自
筆
本
が
禅
林
寺
に
現
存

せ
ら
れ
て
い
る
。

（５
）

花
園
震
記
、
元
応
元
年
九
月
十
八
日
、
召
〓本
道
上
人
一、
談
一一念
仏
宗
法
文
・、　
元
亨
二
年
十
日
十
日
、　
此
日
幸
〓椎
野
八
中
略
）礼
二曼
荼
羅
堂
一

（下
略
）嵯
峨
の
椎
野
に
浄
金
剛
院
が
あ
っ
て
当
時
は
尊
空
本
道
が
住
し
て
い
た
。

一

本

山

義

の

開

祖

本
山
義
教
団
は
西
山
六
派
中

一
番
遅
れ
て
出
現
し
た
が
そ
の
開
祖
に
つ
い
て
西
山
で
は
往
昔
か
ら
諸
説
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

杉
紫
朗
博
士
が

「西
鎮
教
義
概
論
」
貧

五
七
頁
）
の
中
で

本
山
義
の
祖
に
於
て
世
に
異
論
が
な
い
で
も
な
い
。
そ
れ
は
派
祖
の
直
弟
で
示
導
己
前
に
三
鈷
寺
の
世
代
と
な

っ
た
栖
空
遊
観
を
以

て
擬
し
、
叉
実
導
を
以
て
擬
す
る
人
が
あ
る
が
（下
略
）

と
あ

っ
て
、
示
導
、
栖
空
遊
観
、
実
導
の
三
人
を
本
山
義
祖
に
当
て
よ
う
と
の
三
説
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
法
水
分
流
記
の
中
に

證
空
―
―
遊
観
栖
空
住
西
山
北
尾

と
あ
り
、
浄
土
伝
灯
総
系
譜
に

遊
観
蟹
一♂
韓
永
仁
六
年
四
月
十
七
日
寂

中
世
に
於
け
る
西
山
派
教
団

（田
辺
隆
邦
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
一
九



中
世
に
於
け
る
西
山
派
教
団

（田
辺
隆
邦
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
一〇

と
あ

っ
て
寂
時
も
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
こ
の
遊
観
に
は
著
書
も
見
当
ら
ず
義
祖
と
し
て
の
行
跡
も
な
い
が
系
図
の
上
か
ら
は
義
祖
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
、
義
祖
と
す
る

一
説
が
西
山
で
は
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
Ｔ
）。
尚
、
「
円
頓
戒
」
の
系
譜
に
つ
い
て
は
重
要
な
位
置
に
栖
空

遊
観
は
あ
る
の
で
、
そ
の
立
場
か
ら
は
義
祖
と
し
て
考
え
ら
れ
る
価
値
は
あ
る
っ
）。

仁
空
実
導
に
は
著
書
が
多
い
が
そ
の
師
、
康
空
示
導
の
説
を
筆
録
し
て
い
る
の
で
、
西
山
で
は
示
導
を
以
て
義
祖
と
し
て
来
た
。

読
史
備
要
に
は
（九
二全
一頁
）

證
空
―
遊
観
―
玄
観
―
示
導
―
実
導
―
照
恵
―
示
鏡
―
中
統
―
恵
篤

と
本
山
義

の
系
統
が
記
さ
れ
て
い
る
が
三
鈷
寺
伝
持
次
第
に
は

善
恵
―
静
證
―
立
信
―
遊
観
―
示
導
―
示
浄
―
実
導
―
照
恵
―
示
鏡
―
中
統
―
恵
篤
―
寿
尚
―
寿
観

と
あ

っ
て
玄
観
は
三
鈷
寺
の
世
代
か
ら
脱
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
示
導
の
実
名
は

「康
空
示
導
上
人
広
恵
和
尚
」
と
称
し
た
↑
）。

元
来
天
台
の
僧
で
あ
り
、
京
洛
猪
熊
の
慮
山
寺
の
中
興
本
光
禅
仙
の
室
に
入

っ
て
顕
密
の
修
学
を
し
た
が
浄
土
門

へ
と
志
向
し
て
行

っ
て

当
時
武
家
文
化
の
中
心
地
で
あ
る
鎌
倉
に
は
西
山
派
の
寺
が
、　
か
な
り
あ

っ
て
Ｔ
）、　
そ
の

一
つ
が
弁
ケ
谷
の
仏
観
の
住
し
た
寺
で
、
此

所
で
数
年
西
山
義
の
研
究
を
し
た
が
こ
の
仏
観
は
↑
）

「
西
山
上
人
縁
起
」

に
よ
る
と
著
者
仁
空
実
導
は
観
明
の
弟
子
だ
と
言

っ
て
い
る

の
で
自
分
の
師
僧
の
こ
と
だ
か
ら
こ
の
説
を
取
る
と

証
空
―
―
腋
制
議
剤
―
―
観
明
―
―
仏
観

と
な
り
東
山
義
系
統
の
僧
で
あ

っ
た
が
、
後
に
は
嵯
峨
義
の
拠
点
浄
金
剛
院
第
二
世
禅
空
覚
道
の
義
を
示
導
に
師
授
し
た
の
で
、
師
仏
観

の
説
に
は
納
得
し
が
た
く
て
、
證
入
の
筆
録
に
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
証
空
の
教
相
の
著
で
あ
る

「観
経
疏
他
筆
抄
」
を
仏
観
が
所
持

し
て
い
る
の
を
借
用
し
て
研
讃
に
勉
め
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
後
数
年
を
経
て
鎌
倉
を
後
に
し
て
西
山
三
鈷
寺
に
移

っ
た
示
導
は
此
所
で



証
空
の
著
で
あ
る
自
筆
銹
と
称
せ
ら
れ
る

「観
門
要
義
抄
」
や
宇
都
宮
蓮
生
の
著
で
あ
る

「積
学
房
抄
」
と
出
逢
う
の
で
あ
る
。
当
時
三

鈷
寺
に
は
証
空
の
著
書
が
未
だ
数
多
く
残
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
示
導
は
渉
猟
し
て
研
究
し
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
時
の
三
鈷
寺
の
住
持
職
は
承
空
玄
観
で
あ

っ
た
が
教
義
方
面
に
は
精
通
し
て
な
い
の
で
示
導
は
鎌
倉
の
仏
観
の
所
と
同
じ
よ
う
に
証

空
の
古
少
の
研
究
に
没
頭
し
た
の
で
あ
る
↑
）。

こ
の
承
空
玄
観
は
　
蓮
門
宗
派
に
は

西
山
第
五
長
老
　
学
頭

と
か
叉
は

西
山
長
老
次
第
、
自
〓天
台
座
主
慈
鎮
和
尚
・、
付
〓属
干
証
空
上
人
一地
也

善
恵
上
人
、
浄
照
上
人
　
尊
体
上
人
　
立
信
上
人
　
勇
観
上
人
　
玄
観
上
人

と
あ

っ
て
、
西
山
長
老
第
五
、
又
は
第
六
に
見
立
て
ら
れ
た
り
し
た
所
が
あ
る
が
、
西
山
三
鈷
寺
伝
持
次
第
に
は
玄
観
は
記
述
さ
れ
て
な

く
て
、
栖
空
遊
観
の
次
ぎ
に
康
空
示
導
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
よ
う
な
教
義
方
面
の
問
題
か
ら
実
導
は
玄
観
を
認

め
な
か

っ
た
現
わ
れ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
然
し
こ
の
承
空
玄
観
は
、
諸
私
家
集
を
は
じ
め
歌
合
せ
を
西
山
三
鈷
寺
で
書
写
し
て
現
在
の

吾
等
に
伝
え
て
く
れ
た
文
化
史
上
歌
道
の
方
面
で
は
大
き
な
功
蹟
を
残
し
て
く
れ
た
僧
で
、
そ
の
意
味
で
は
偉
大
な
人
物
で
あ

っ
た
７
）。

そ
し
て
こ
の
玄
観
は
宇
都
宮
弥
三
郎
頼
綱
即
ち
実
信
房
蓮
生
の
孫
ら
し
い
の
で
、
蓮
生
と
初
期
西
山
教
団
と
の
関
係
か
ら
類
推
す
る
と

こ
の
玄
観
が
三
鈷
寺
に
住
す
る
こ
と
は
妥
当
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

三
錯
寺
で
証
空
の
古
銹
を
学
習
し
て
い
る
示
導
は
僧
衆
の
尊
敬
を
得
て
師
僧
玄
観
を
し
の
ぐ
程
の
学
識
を
得
た
の
で
遠
慮
し
て
洛
北
の

雲
林
院

へ
去
る
の
で
あ
る
↑
ぉ
　
雲
林
院
は
平
安
朝
初
期
に
仁
明
天
皇
の

皇
子
常
康
親
王
釜

林^
院
官
）
か
ら
僧
正
遍
照
が
附
属
せ
ら
れ
て

中
世
に
於
け
る
西
山
派
教
団

（田
辺
隆
邦
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
一
一



中
世
に
於
け
る
西
山
派
教
団

（田
辺
隆
邦
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
〓
一

寺
と
し
て
雲
林
院
と
称
し
た
寺
で
、
こ
の
常
康
親
王
の
子
が

「空
也
」
だ
と

「皇
胤
紹
運
録
」
に
あ

っ
て
、
天
台
宗
の
由
緒
寺
院
で
あ
る

が
、　
こ
の
示
導
の
移

っ
た
当
時
は
雲
林
院
の
頭
塔
寺
院
に

「念
仏
寺
」
な
る
も
の
が
あ
る
か
ら
↑
）
天
台
念
仏
の
不
断
念
仏
が
施
行
せ
ら

れ
て
い
た
の
で
示
導
は
移

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
此
所
に
住
す
る
こ
と
数
年
更
に
大
原
の

「来
迎
院
」

へ
移
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
後
醍
醐

天
皇
の
綸
旨
で
入
寺
し
た
よ
う
で
あ
る
。
三
鈷
寺
伝
持
次
第
に
は

後
醍
醐
院
国
師
後
醍
醐
御
宇
元
亨
癸
亥
八
月
入
院
と
あ
る
し
、
西
山
上
人
縁
起
に
も

嘉
暦
の
こ
ろ
に
や
天
子
御
受
戒
の
儀
あ
り
け
り

と
あ
る
の
で
後
醍
醐
天
皇
と
の
関
係
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
三
年
程
来
迎
院
に
い
た
所
が
承
空
玄
観
が
元
亨
三
年
に
な
く
な

っ
た
の
で

僧
衆
の
招
き
に
応
じ
て
三
鈷
寺
に
住
し
た
６
）。

示
導
の
著
書
と
し
て
は
観
経
疏
康
永
抄

（西
山
全
書
所
収
）
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、　
こ
れ
は
南
北
朝
の
初
期
後
村
上
天
皇
の
康
永
元
年
七

月
か
ら
康
永
四
年
七
月
迄
、
毎
年
七
月
の
夏
安
居
に
京
洛
大
慈
恩
寺
（叉
は
慈
恩
寺
）
で
観
経
の
玄
義
分
、
序
分
義
、
定
善
義
、
散
善
義
と

毎
年
講
談
さ
れ
た
の
を
弟
子
の
仁
空
実
導
が
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
西
山
本
山
義
の
教
義
を
鮮
明
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
著
述
で
あ

′つ
。本

山
義
の
特
色
は
円
密
戒
浄
の
四
宗
兼
学
で
あ

っ
て
天
台
真
言
円
戒
浄
上
の
学
修
の
上
に
専
修
念
仏
を
立
て
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
開

祖
証
空
の
行
実
の
中
に
も
あ

っ
た
姿
で
貧
）あ

っ
て
、
現
在
の
西
山
で
も
「聖
浄
両
実
」
と
釈
迦
教
の
立
場
か
ら
聖
道
間
を
認
め
る
の
で
あ
る
。

実
隆
公
記
の
永
正
三
年
六
月
十
八
日
に

先
公
月
忌
良
秀
大
徳
宗
寿
等
斎
食
如
例
良
秀
大
徳
伝
法
護
国
論
絋
龍
榊
満
世
辮
級
統
爛
携
来
加

一
覧
可
返
遣
之
由
報
了

と
あ

っ
て
こ
の
時
慮
山
寺
の
塔
頭
寺
院
に
住
し
て
い
た
良
秀
な
る
僧
が

「伝
法
護
国
論
」
な
る
書
物
を
持

っ
て
来
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の



本
は
古
来
著
書
並
び
に
著
作
時
不
明
の
書
物
と
さ
れ
て
い
る
。
禅
宗
臨
済
の
虎
関
師
錬
が
鎌
倉
時
代
末
期
に

「宗
門
十
勝
論
」
を
著
し
て

禅
宗
が
他
宗
よ
り
勝
れ
て
い
る
点
十
勝
を
挙
げ
た
が
こ
れ
に
対
し
て
天
台
宗
よ
り
反
論
し
た
書
物
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
実
隆
は
示

導
広
恵
の
述
作
と
記
し
て
い
る
。
師
錬
も
示
導
も
共
に
同
時
代
の
人
で
あ
り
、
示
導
は
貞
和
二
年
九
月
十

一
日
に
慈
恩
寺
内
の
聖
来
庵
で

遷
化
０
）
し
て
い
る
が
こ
の
貞
和
二
年
七
月
十
四
日
に
師
錬
は
寂
し
て
い
る
の
で
同
年
の
入
滅
で
あ
る
。　
辻
善
之
助
博
士
も
日
本
仏
教
史

の
中
で

「宗
門
十
勝
論
が
出
て
間
も
な
い
時
に
出
た
反
論
」
と
推
定
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
示
導
の
著
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

示
導
に
関
係
の
あ
る
寺
院
と
し
て
は
今
時
の
戦
争
迄
は
堺
に
天
台
宗
寺
院
と
し
て
存
在
し
て
い
た

「光
明
院
」
が
あ
る
。
泉
州
志
に

光
明
院
浄
書
ホ櫛
屋
町
東
昔
在
南
荘

縁
起
曰
福
宝
山
不
動
寺
光
明
院
往
昔
桓
武
天
皇
夢
中
遇

一
老
翁

（中
略
）
順
徳
院
法
宇
浄
土
西
山
上
人
而
以
専
修
念
仏
勧
化
貴
賤
、
後

醍
醐
天
皇
勅
為
祈
願
所
此
時
広
恵
和
尚
住
職
（下
略
）

と
あ

っ
て
泉
州
志
の
記
さ
れ
た
元
禄
十
三
年
に
は
光
明
院
は
浄
土
宗
で
あ

っ
た
の
に
、
現
在
の
堺
市
史
第
七
巻
第
二
編
第
二
章
に

光
明
院
は
福
宝
山
と
号
し
櫛
屋
町
東
四
丁
所
在
天
台
宗
延
暦
寺
末
（中
略
）

順
徳
の
朝
証
空
上
人
中
興
し
専
修
浄
業
四
宗
兼
学
の
道
場
と
な
り
（中
略
）
第
五
世
康
空

（正
平
元
年
九
月
十
一
日
寂
）
之
を
重
興
し
嘉
暦

三
年
後
醍
醐
天
皇
勅
願
所
に
列
せ
ら
れ
（下
略
）

と
あ

っ
て
こ
の
界
市
史
の
調
査
の
時
に
は
己
に
天
台
宗
に
変

っ
て
い
た
。
是
湛
の

「
西
山
上
人
報
恩
銹
」
に
は

総
持
ノ
記
日
０
）

西
山
第
四
世
善
恵
上
人
国
師
之
綸
旨
第
八
世
広
恵
上
人
後
醍
醐
天
皇
国
師
之
綸
旨
並
在
泉
南
光
明
院
焼
失
、

と
あ
る
し
、
堺
鑑
（中
巻
）
に

中
世
に
於
け
る
西
山
派
教
団

（田
辺
隆
邦
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
〓
ニ



中
世
に
於
け
る
西
山
派
教
団

（田
辺
隆
邦
）

光
明
院
　
四
修
兼
覚

ノ
道
場
也
、
本
寺
洛
陽
西
山
三
鈷
寺

と
あ

っ
て
、
示
導
は
国
師
号
を
頂
載
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（１
）

信
仰
講
和
、
大
正
七
年
刊
関
本
諦
承
著

（２
）

望
月
信
亨
博
士
の

「浄
土
教
之
研
究
」
の
中

「再
び
円
頓
戒
の
系
統
に
就
て
」

（３
）

新
撰
往
生
伝
　
並
に
　
一二
鈷
寺
伝
持
次
第

（４
）

吾
妻
鏡
　
弘
長
三
年
十
月
十
六
日

（上
略
）
故
奥
州
禅
門
第
二
年
仏
事
於
一極
楽
寺
一被
レ修
レ之
。
以
・一宗
観
房
一、
為
二導
師
一

と
あ
っ
て
宇
都
宮
蓮
生
の
子
泰
綱
が
弘
長
元
年
十

一
月
十

一
日
に
京
洛
で
没
し
て

そ
の
三
年
忌
を
極
楽
寺
で
宗
観
を
導
師
と
し
て

厳
修
し
て
い
る

が
、
こ
の
宗
観
は
証
空
の
弟
子
で
あ
り
北
条
義
時
の
子
朝
時
の
名
越

一
族
で
、
有
名
な
真
言
律
の
忍
性
が
こ
の
極
楽
寺
に
住
す
る
迄
は
、
極
楽
律
寺

と
称
せ
ら
れ
る
以
前
は
西
山
派
の
寺
で
あ
っ
た
。

（５
）

法
水
分
流
記
に
は

（観
日
）

証
入
―
証
源
―
漸
空
―
仏
観
住
鎌
倉
辮
谷
、
と
あ
り
、
浄
土
源
流
章
図
や
蓮
門
宗
派
に
は
、
証
入
―
観
日
―
仏
観
鎌
倉
弁
谷
覚
空
、
と
あ
る

（６
）

西
山
上
人
縁
起

（７
）

「
国
語
国
文
」
昭
和
三
六
年
六
月
号
、
承
空
上
人
　
福
田
秀

一

「金
沢
文
庫
研
究
」
昭
和
三
五
年
十
二
月
号
、
極
楽
寺
多
宝
塔
供
養
願
文
と
極
楽
寺
版
喩
伽
戒
本
（下
）

桃
　
裕
行

（８
）

紫
野
の
大
徳
寺
の
近
傍
に
あ
っ
た
寺
で
淳
和
天
皇
の
離
宮
で
仁
明
天
皇
を
経
て
常
康
親
王
に
渡
り
僧
正
遍
照
に
附
属
せ
ら
れ
て
元
慶
寺
の
別
院

と
な
っ
た
。

（９
）

山
城
名
勝
志
　
巻
十

一

念
仏
寺
壼蒜
院
内

徳
治
三
年
勧
進
詞
云
勧
進
沙
門
願
蓮
敬
白
畝
け
訪
礎
部
わ
け
蜻
費
減
演
導
椰
峨
¨
右
雲
林
院
は
（下
略
）

（１０
）

西
山
上
人
縁
起
、
新
撰
往
生
伝
、

二
二
四



（Ｈ
）

証
空
は
戒
と
浄
土
は
法
然
か
ら
学
修
し
、

天
台
は
磯
長
の
願
蓮
房
縁
念
に
、
又
は
慈
円
に
真
言
は
政
春
や
仰
木
の
公
円
に
伝
法
受
職
す
る

（・２
）

紀
州
梶
取
の
総
持
寺
の
記
録

二
　
仁
空
置
文

と
善
空
置
文

本
山
義
教
団
の
変
遷
を
述
べ
る
に
当

っ
て
各
世
代
ご
と
の
詳
述
の
繁
を
省
い
て
教
団
変
遷
上
の
意
義
あ
る
点
を
中
心
と
し
て
論
じ
て
み

た
い
。

標
題
の
よ
う
に
仁
空
置
文
は
前
述
の
示
導
の
弟
子

「仁
空
実
導
上
人
円
応
和
尚
」
の
置
文
即
ち
遺
言
状
で
あ
り
、
こ
の
仁
空
実
導
は
示

導
を
本
山
義
開
祖
と
見
た
時
第
三
番
目
に
三
鈷
寺
に
住
し
た
僧
で
、
開
祖
証
空
滅
後

一
四
〇
年
目
南
北
朝
の
末
の
至
徳
三
年
十

一
月
十
五

日
に

「西
山
上
人
縁
起
」
を
著
し
た
僧
で
あ
る
Ｔ
）。　
そ
の
著
述
は
膨
大
な
も
の
が
あ
り
っ
）現
在
の
西
山
教
団
で
は

「戒
念

一
味
」
の
教

義
上
、
重
要
視
し
て
い
て
本
山
義
を
大
成
し
た
僧
と
認
め
て
い
る
。

善
空
置
文
を
残
し
た
善
空
恵
篤
上
人
円
慈
和
尚
は
室
町
時
代
中
期
の
明
応
元
年
八
月
九
日
八
十

一
才
で
嵯
峨
の
二
尊
院
に
於
て
寂
し
た

僧
で
あ
る
が
、
対
社
会
的
に
大
活
躍
し
た
僧
で
西
山
教
義
を
受
容
し
た
公
家
社
会
に
尊
崇
せ
ら
れ
当
代
後
土
御
門
天
皇
の
戒
師
と
も
な
り

公
家
社
会
の
第

一
人
者
で
あ

っ
た
三
条
西
実
隆
か
ら
寂
後
も
慕
わ
れ
た
僧
で
あ

っ
た
↑
）。

三
鈷
寺
伝
持
次
第
に
は

示
導
―
示
浄
―
実
導
―
照
恵
―
示
観
―
中
統
―
恵
篤

と
次
第
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
実
導
か
ら
四
代
後
に
三
鈷
寺
に
住
し
た
僧
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
世
相
は
応
仁
の
大
乱
後
の
所
謂
戦
国
時
代

中
世
に
於
け
る
西
山
派
教
団

（田
辺
隆
邦
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
一五



中
世
に
於
け
る
西
山
派
教
団

（田
辺
隆
邦
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一ゴ
〓
ハ

で
あ
り
価
値
観
の
顛
倒
し
た
下
剋
上
の
物
情
混
沌
と
し
た
時
に
公
家
社
会
に
本
山
義
を
通
し
て

「即
便
、
当
得
」
の
二
往
生
を
標
榜
し
て

西
山
教
義
を
公
家
社
会
に
宣
布
し
て

「安
心
」
を
求
め
た
善
空
の
姿
は
本
山
義
教
団
の
最
盛
期
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
Ｔ
）。

こ
の
二
僧
が
共
に
置
文
を
残
し
て
く
れ
て
現
在
吾
々
が
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
当
時
の
本
山
義
教
団
の
変
遷
を
知
る
上
で
大
き
な

意
義
を
持

っ
て
い
る
。

仁
空
置
文
は

傷
至
徳
二
年
乙
丑
六
月
五
日
更
加
添
削
重
以
記
え
畢
老
病
比
丘
　
仁
空
御
判
　
七
十
七
才

と
自
記
し
て
い
る
し
、
善
空
置
文
は

文
明
十
五
年
癸
卯
二
月
十
五
日
　
誌
之

西
山
三
鈷
寺
住
持
沙
門
　
　
善
空
花
押

と
あ
る
が
、
こ
の
至
徳
二
年
貧

〓
一八
五
）
か
ら
文
明
十
五
年
貧

四
八
一こ

ま
で
約
百
年
を
経
て
い
る
の
で
こ
の
間
の
事
象
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
と
共
に
そ
の
前
後
の
変
遷
を
類
推
す
る
可
能
性
を
持

っ
て
い
る
。　
そ
の
上
、　
他
資
料
で
あ
る
公
卿
日
記
↑
）は
重
要
な
裏
附
け
と
な

る
。
本
山
義
の
大
成
者
仁
空
実
導
は
、
師
康
空
示
導
と
同
様
に
始
め
は
天
台
僧
で
あ

っ
た
。
そ
の
自
伝
を
西
山
上
人
縁
起
の
末
の
所
に

抑
貧
道
昔
は
叡
岳
の
徒
衆
に
列
て
顕
密
の
修
学
に
携
と
い
へ
ど

と
あ

っ
て
顕
密
か
ら
学
習
し
て
嘉
暦
二
年
に
十
九
才
の
時
に
師
康
空
示
導
が
大
原
来
迎
院
に
住
し
て
い
た
時
に
出
逢
ひ
翌
年
四
月
に
円
頓

一
実
の
妙
戒
を
う
け
て
、　
こ
の
嘉
暦
三
年
十

一
月
に

示
導
が
西
山
三
鈷
寺
に
入
寺
す
る
時
に

一
緒
に
来
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
十
五

年
、
三
十
五
頃
の
時
に
師
示
導
の
示
寂
ま
で
円
密
戒
浄
四
宗
の
学
修
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
仁
空
の
著
書
の
中
に
は
台
密
の
著
と
し

て
有
名
な

「大
日
経
義
釈
捜
決
抄
や
遮
那
業
案
立
草
」
が
あ
り
、
指
掌
銹
や
円
戒
暁
示
秒
の
よ
う
な
円
頓
戒
に
つ
い
て
の
著
が
あ

っ
て
円



戒
並
び
に
台
密
方
面
ま
で
学
修
の
で
き
た
僧
で
あ

っ
た
の
で
、
南
北
朝
初
期
に
は
か
な
り
有
名
な
僧
に
ま
で
成
長
な
さ

っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
結
果
末
年
に
は
京
洛
慮
山
寺
の
一
代
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
仁
空
置
文
の
中
に

城
北
慮
山
寺
事

と
あ

っ
て
慮
山
寺
は
住
心
覚
愉
が
洛
北
出
雲
路
に
慮
山
な
る
寺
を
鎌
倉
時
代
中
頃
の
後
嵯
峨
天
皇
の
御
代
に
創
建
し
第
二
世
と
な

っ
て
い

る
本
光
禅
仙
が
北
小
路
に
草
奄
を
結
ん
で
法
幅
を
開
い
て
い
た
の
を
第
二
世
と
な

っ
て
い
る
明
導
照
源
が
両
方
を
合
併
し
て

一
ケ
寺
と
し

た
。
こ
の
明
導
照
源
は
康
空
示
導
の
弟
子
で
あ

っ
て
実
導
に
は
法
兄
に
あ
た
る
。　
こ
の
明
導
照
源
が
↑
）
応
安
元
年
に
寂
し
た
時
に
実
導

は
六
十
才
位
で
三
鈷
寺
の
住
職
で
あ

っ
て
、
京
洛
仏
教
界
に
於
て
は

一
流
人
物
と
認
め
ら
れ
て
い
る
し
、
し
か
も
法
系
か
ら
は
明
導
照
源

の
弟
と
な
る
と
慮
山
寺
の
後
住
と
な
る
の
は
自
然
の
勢
で
あ

っ
た
。
か
く
て
西
山
本
山
義
の
住
職
仁
空
実
導
が
天
台
宗
寺
院
の
慮
山
寺
第

四
世
と
し
て
六
十
才
位
で
住
名
を
持

っ
た
の
で
あ
る
。

仁
真
〓彼
遺
属
一住
持
七
八
廻
、
於
〓其
中
間
一雖
レ有
二回
禄
事
・

と
あ

っ
て
七
、
八
年
程
住
名
を
持

っ
て
い
た
が
そ
の
中
間
に
火
災
に
逢

っ
て
い
る
。
そ
の
上
病
身
で

「老
屈
廻
喉
」
で
交
衆
共
住
の
儀
は

堪
え
忍
び
難
い
の
で
、
師
康
空
の
遺
弟
で
あ
り
寂
後
は
明
導
照
源
の
弟
子
と
な
り
更
に
実
導
の
弟
子
と
な

っ
た
澄
空
恵
達
に
住
持
職
を
天

授
二
年
十
月
十
二
日
に
譲

っ
て
い
る
７
）。　
こ
の
時
は
六
十
八
才
位
の
老
令
で
あ
る
。　
し
か
る
に
こ
の
澄
空
恵
達
は
慮
山
寺
に
八
年
間
住

名
を
持

っ
て
い
て
至
徳
二
年
十
二
月
四
日
に
寂
す
る
が
↑
）
恵
達
は
実
導
の
再
住
を
願

っ
て
遺
言
し
て
お
い
た
の
で
、　
致
し
方
な
く
慮
山

寺
を
再
び
続
ぐ
こ
と
に
な
り
三
年
を
経
て
嘉
慶
二
年
十

一
月
十

一
日
八
十
才
で
三
鈷
寺
に
入
滅
す
る
の
で
あ
る
●
）。

こ
の
よ
う
に
仁
空
実
導
は
西
山
で
有
名
な
本
山
義
の
大
成
者
で
あ
る
と
共
に
天
台
教
団
で
も
台
密
円
戒
方
面
の
権
威
者
と
し
て
有
名
な
僧

で
あ

っ
た
。
こ
の
後
三
鈷
寺
は
置
文
の
通
り
に
実
導
の
法
兄
示
観
の
弟
子
什
空
照
恵
が
次
ぎ
、
慮
山
寺
の
方
は
こ
れ
叉
実
導
が
予
測
し
た

中
世
に
於
け
る
西
山
派
教
団

（田
辺
隆
邦
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
一七



中
世
に
於
け
る
西
山
派
教
団

（田
辺
隆
邦
）

二
二
八

よ
う
に
明
空
志
玉
が
次
ぎ
無
相
恵
鏡
を
経
て
弁
空
示
鏡
が
次
ぐ
が
、
こ
の
弁
空
示
鏡
は
実
導
の
法
兄
で
三
鈷
寺
の
前
住
で
あ

っ
た
澄
空
示

浄
の
弟
子
で
あ
り
示
浄
の
寂
後
実
導
に
つ
い
て
受
戒
灌
頂
を
し
聞
法
研
精
し
て
い
る
の
で
三
鈷
寺
の
什
空
照
恵
が
応
永
七
年
に
寂
し
た
後

に
三
鈷
寺
を
つ
ぎ
八
年
後
に
無
相
恵
鏡
が
応
永
十
五
年
に
寂
す
る
と
慮
山
寺
も
兼
務
す
る
の
で
あ
る
６
塁
口空
置
文
の
二
尊
院
の
条
下
に

先
師
示
鏡
和
尚
伝
持
以
来
、
為
〓西
山
末
寺
一始
而
所
学
教
院
之
規
式
也

と
ぁ

っ
て
嵯
峨
の
二
尊
院
も
三
鈷
寺
の
末
寺
と
な
り
示
鏡
は
兼
務
す
る
の
で
あ
る
。
法
然
門
下
の
正
信
一房
湛
空
の
二
尊
院
は
法
水
分
流
記

に
嵯
峨
門
徒
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
が
前
住
第
十
世
の
僧
令
が
応
永
十
二
年
に
没
し
て

以
後
第
十

一
世
と
し
て

示
鏡
が
兼
務
し

文
安
五
年

貧

四
四
八
）
一
月
十
五
日
に
寂
す
る
ま
で
実
導
の
系
統
が
慮
山
寺
に
住
職
し
た
。　
こ
の
間
、　
八
十
年
は
西
山
三
鈷
寺
と
密
接
な
関
係
寺
院

で
あ

っ
た
が
こ
れ
は
後
ま
で
続
い
て
善
空
恵
篤
の
官
廷
で
活
躍
し
た
文
明
年
間
に
は
官
廷
公
家
の
法
要
儀
式
に
は
三
鈷
寺
二
尊
院
慮
山
寺

と
証
空
の
建
立
し
た
遣
迎
院
が
出
仕
し
て
厳
修
し
て
い
る
。

（１
）

国
文
東
方
仏
教
叢
書
　
伝
記
上
、

（２
）

指
掌
紗
（永
徳
記
と
も
菩
薩
戒
義
記
聞
書
と
も
い
わ
れ
る
×
西
山
全
書
別
巻
第
二
）

弘
深
抄
（西
山
全
書
別
巻
第

一
）

大
日
経
義
釈
捜
決
銹
、
遮
那
業
案
立
草
、
讐
珠
抄
、
西
山
上
人
縁
起
、
仁
空
置
文
、
西
山
古
式
座
右
紗
、
論
義
抄
、
希
聞
砂
、
新
学
菩
薩
行
要

砂
、
円
頓
戒
暁
示
抄
、
不
動
立
印
紗
、
金
剛
立
印
紗
、
胎
処
立
印
妙
、
梵
網
経
直
談
、
初
心
行
護
妙
、
円
頓
戒
秘
聞
書
（西
山
全
書
別
巻
第
三
）

以
上
の
他
に
ま
だ
数
著
あ
る
。

（３
）

龍
谷
史
壇
六
十
四
号
、
「実
隆
公
記
に
現
わ
れ
た
西
山
教
団
」
西
山
学
報
二
十
二
号
、
善
空
上
人
の
教
化
拙
論

（４
）

文
明
八
年
九
月
二
日
の
実
隆
公
記
（如
法
念
仏
仮
名
日
記
）

（上
略
）弥
ヽ
即
便
往
生
の
う
た
か
ひ
な
き
身
と
も
成
ぬ
る
心
ち
し
て
随
喜
の
お
も
ひ
お
さ
へ
か
た
く
（下
略
）
と
あ
る
。
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住
慮
山
寺

（７
）

慮
山
寺
文
書
（大
日
本
史
料
）

（８
）

慮
山
寺
歴
代
記

（９
×
１０
）

三
鈷
寺
住
持
次
第
及
び
慮
山
寺
歴
代
記

〓
一　
本
末
関
係

の
先
離

教
団
組
織
の
中
に
本
末
関
係
が
歴
然
と
出
来
た
の
は

徳
川
幕
府
の
統
制
上
初
期
に
出
さ
れ
た

「寺
院
法
度
」

か
ら
と
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
と
は
内
容
は
異
な
る
が
仁
空
置
文
の
中
に

一
、
多
賀
　
西
生
寺
事

沙
弥
観
阿
驚
〓多
賀
大
明
神
之
霊
告
一、
勧
〓進
諸
人
一所
ン令
〓建
立
・也
。
而
神
官
等
相
議
令
寄
二属
仁
一詫
。

当
寺
西
山
末
寺
之
上
、
宝
寿
寺
近
処
有
其
便
者
（下
略
）

と
あ

っ
て

「西
山
末
寺
」
と
明
記
さ
れ
て
い
て
こ
の
南
北
朝
の
至
徳
年
間
に
本
寺
、
末
寺
の
本
末
関
係
の
意
識
が
已
に
仁
空
に
強
く
て
法

中
世
に
於
け
る
西
山
派
教
団

（田
辺
隆
邦
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
一九

親
長
卿
記
、
実
隆
公
記
、
宣
胤
卿
記
、

①
本
朝
高
僧
伝
　
巻
十
六
　
一示
兆
慮
山
寺
沙
門
照
源
伝
、

②
法
水
分
流
記
は
永
和
四
年
静
見
勘
録
で
実
導
の
存
命
中
で
あ
る
が
こ
の
中
に
、

康
欺
　
一不
導

向
空

一̈峙　颯
仁
空
実
導



中
世
に
於
け
る
西
山
派
教
団

（田
辺
隆
邦
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
二
〇

を
思
ひ
次
代
を
憂
う
至
情
か
ら
三
錯
寺
を
木
寺
と
見
立
て
末
寺
と
し
て
京
洛
に
は
証
空
建
立
の
歓
喜
心
院
、
遣
迎
院
、
摂
津
生
瀬
の
浄
橋

寺
を
始
め
江
州
に
前
述
の
多
賀
の
西
生
寺
、
原
田
の
宝
寿
寺
そ
の
他
箕
浦
の
西
園
寺
、
岩
脇
の
護
念
院
、
平
方
の
本
光
寺
、
国
友
の
長
修

寺
等
近
江
に
主
と
し
て
本
山
義
の
末
寺
が
分
布
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
後
百
年
を
経
て
室
町
時
代
の
善
空
恵
篤
の
時
代
に
な
る

と
嵯
峨
の
二
尊
院
も
前
述
の
よ
う
に
三
鈷
寺
の
末
寺
と
な
り
善
空
置
文
に
は
、
近
江
州
に
は
三
ケ
寺
、
播
州
志
賀
磨
律
に
光
明
寺
備
前
に

七
ケ
寺
、
周
坊
に
三
ケ
寺
、
長
門
に
ニ
ケ
寺
備
中
に
法
明
寺
等
当
時
の
末
寺
三
十
四
ケ
寺
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
室
町
時
代
の
文

明
年
間
に
は
本
山
義
教
団
の
教
線
は
京
洛
を
基
盤
と
し
て
近
江
か
ら
摂
律
播
磨
備
前
備
中
周
坊
長
門

へ
と
瀬
戸
内
山
陽
道
を
下
関
の
赤
間

関
ま
で
張

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
仁
空
が
我
が
身

一
つ
で
三
鈷
寺
慮
山
寺
並
に
諸
末
寺
の
住
名
を
持
ち
、
末
寺
に
は

「看
房
主
」
を
置
い

て
監
理
し
て
い
く
本
末
関
係
の
制
度
は

一
般
世
相
の
混
乱
し
た
時
に
は

一
層
強
化
さ
れ
て
行
く
。
政
治
の
中
心
地
の
京
洛
か
ら
遠
く
離
れ

た
田
舎
寺
院
は
自
衛
的
手
段
と
し
て
戦
国
大
名
の
台
頭
し
た
室
町
末
期
に
は
本
寺
に
依
頼
し
て
、
そ
の
権
威
と
実
力
に
よ

っ
て
自
坊
を
守

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
奈
良
の
興
福
寺
僧
兵
の

「六
方
組
織
」
も
同
様
な
線
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
そ
れ
を
興
福
寺
が
利
用
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

結

こ
の
時
点
で
は
西
山
嵯
峨
義
教
団
は
己
に
減
亡
し
て
い
て

善
空
は
二
尊
院
塔
頭
に
浄
金
剛
院
を
再
建
し
て
い
る
Ｔ
）
の
で
本
山
義
に
没

入
し
、　
東
山
義
は
京
洛
に
三
福
寺
が
あ
る
が
そ
の
特
色
は
失
せ
て
室
町
時
代
に
は
深
草
教
団
に
没
入
し
て
い
く
，
）。　
深
草
教
団
は
深
草

に
真
宗
院
、
京
洛
に
円
福
寺
が
あ
る
が
南
北
朝
時
代
に
は
大
和
に
栄
え
、
「法
水
分
流
記
」
に
よ
れ
ば
、
蔵
福
寺
、　
三
光
院
、　
来
迎
寺
、

真
宗
寺
、
戒
長
寺
の
五
ケ
寺
を
あ
げ
ら
れ
る
が
室
町
末
期
に
は
誓
願
寺
が
台
頭
し
、
尾
張
三
河
方
面
に
徳
川
氏
の
擁
護
を
得
て
教
団
の
発



展
を
と
げ
る
↑
）六
角
義
は
美
濃
に
立
政
寺
が
あ
っ
て
南
北
朝
時
代
に
知
通
な
る
法
器
を
得
て
Ｔ
）同
国
に
栄
え
、　
西
谷
義
教
団
は
東
山
に

禅
林
寺
永
観
堂
が
あ
り
室
町
末
期
の
天
文
二
年
に
禅
林
寺
の
舜
叔
宏
善
が
官
廷
で
観
経
一一一輩
観
を
三
日
間
講
じ
る
し

（実
隆
公
記
ご
ぶ
洛
仏

陀
寺
の
億
空
妙
諌

（邦
諫
）
が
文
明
九
年
二
月
十
三
日
か
ら
宮
廷
で
活
躍
す
る
が
、　
こ
の
二
僧
は
共
に
西
谷
派
の
僧
で
あ
る
の
で
（浄
土
承

継
壺じ
粟
生
の
光
明
寺
と
禅
林
寺
が
夫
々
西
谷
義
の
本
寺
と
な
っ
て
行
く
よ
う
で
あ
る
。

実
隆
公
記
延
徳
元
年
八
月
十
六
日

龍
谷
史
壇
六
十
四
号
　
拙
論
参
照

「深
草
」
十
五
号
、
十
六
号
、
十
七
号
誓
願
寺
発
行
拙
論
（山
科
言
継
と
深
草
教
団
）
参
照

大
日
本
史
料
元
中
八
年
五
月
十
八
日

中
世
に
於
け
る
西
山
派
教
団

田^
辺
隆
邦
）

一
一一一二
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